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鈴

韓

鰤

を
踏
み
入
れ
る
と
、
真
夏

と
い
う
の
に
肌
寒
い
ほ
ど

だ

っ
た
。
外
気
は
３０
度
以

鰺

に
競

野

楼

離

髪

姥

す
め
る
会
」
が
主
催
す
る
見
学
会
で
、
イ
地
区
の
内

部
の
み
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
い
合
わ
せ
は
中
田

さ
ん
↑
ｏ
け
博
誂

Φ
◎
ざ
Ｐ
ｏ
ｏ
Ｆ
只
こ

じ

。

薇
年
壼
珊
・‥・―こ

上
あ
る
の
に
内
部
は
１８
度

饉
憲
鳴
照
明
は
な
く
、中
は

ま

っ
暗
闇
だ
。
「ま
る
で
別

世
界
で
し
ょ
う
ヽ
都
立
高

校
社
会
科
教
師
、
中
田
均

さ
ん
（５９
）
が
静
か
に
話
し

始
め
た
。
年
間
３
０
０
万

人
が
訪
れ
る
高
尾
山
の
北

東
約
２
♂
の
丘
陵
地
。
そ

の
地
下
に
碁
盤
の
目
の
よ

ユニ
贅
誓
璽
栂
即
ざ
の

涙

川
地
下
壕
」
は
あ
る
。

弾
薬
な
ど
の
地
下
倉
庫

と
し
て
１
９
４
４
年
９
月

に
建
設
が
始
ま
っ
た
。
朝

鮮
人
労
働
者
ら
が
動
員
さ

れ
、
２
０
０
０
～
３
０
０

０
人
が
現
場
近
く
に
宿

泊
場
昼
夜
３
交
代
で
「イ
」

「
口
」

「
ハ
」
の
３
地
区

に
分
け
て
建
設
が
進
み
、

完
成
し
た
地
下
標
の

一
部

に
、
東
京
都
武
蔵
野
市
に

あ

っ
た
虫
墨
理
衝
磯

（
現

・
富
士
重
工
）
の
エ
ン
ジ

ン
エ
場
が
移
転
し
た
。

だ
が
、
程
な
く
終
戦
を

迎
え
、
計
画
の
約
７５
¢
を

掘
り
終
え
た
段
階
で
建
設

は
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
後
の

米
寧
の
調
査
に
よ
る
と
、

生
産
さ
れ
た
航
空
機
の
エ

ン
ジ
ン
は
１０
台
に
満
た
な

か

っ
た
と
い
う
。

駆̈
後
、
い露
川
地
下
壕
は

土
地
を
所
有
す
る
企
業
が

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
栽
培
に

利
用
す
る
程
度
で
、
歴
史

に
埋
も
れ
て
い

っ
た
。
や

が
で
平
成
に
入
り
、
高
尾

の
豊
か
な
自
然
に
目
を
つ

け
て
宅
地
開
発
や
学
校
建

設
が
計
画
さ
れ
る
と
、
工

事
の
際
に
陥
没
事
故
な
ど

が
発
生
。
地
下
壕
の
存
在

見
学
者
に
地
下
壕
の
歴
史
を

説

明
す

る
中

国
均
さ
ん

（右
）。
小
仏
層
群
と
呼
ば
れ

る
砂
岩
と
粘
板
岩
の
層
を
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
を
使
っ
て
掘
り

進
め
ら
れ
た

が
認
識
さ
れ
始
め
た
。

中
田
さ
ん
が
地
下
壕
を

知

っ
た
の
も
、
そ
の
時
期

だ

っ
た
。
９３
年
に

「近
く

に
大
き
な
地
下
壕
が
あ

る
」
と
聞
き
、
当
時
勤
め

て
い
た
都
立
醸
高
校

（現

・
都
立
翔
饉
黎
晏
し

の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ク
ラ
ブ

の
生
徒
と

一
緒
に
地
下
壕

の
中
に
入

っ
た
。

「調
べ

て
み
て
、
そ
の
大
き
さ
に

驚
い
た
」
と
言
う
。
以
降

も
地
下
壕
の
歴
史
を
調
べ

続
け
、
９７
年
に
郷
土
史
に

関
心
を
持

つ
入
な
ど
約
１

５
０
人
で

「浅
川
地
下
壕

の
保
存
を
す
す
め
る
会
」

を
結
成
し
た
。

同
会
は
現
在
、
月
に
１

回
の
ペ
ー
ス
で
見
学
会
を

開
い
て
い
る
。
「私
も
戦
後

生
ま
れ
で
戦
争
を
知
ら
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
壕
を
掘

っ
た
戦
争
と
い
う
負
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
記
憶
を
、
壕

を
見
る
こ
と
で
次
の
世
代

に
も
感
じ
て
ほ
し
い
」
と

中
田
さ
ん
は
話
す
。
同
時

に
八
王
子
市
や
国
な
ど
に

地
下
壌
保
存
を
訴
え
て
い

る
が
、
約
２
万
平
方
層
の

壕
を
保
存
す
る
に
は
億
単

位

の
資

金
が
必
要
と
さ

れ
、
行
政
は
保
存
に
及
び

腰
と
い
う
。
【
黒
川
将
と

＝
つ
づ
く

負の遺産保存 市民熱意

東京都八王子市

１
都

‐
浅川地下壕
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の

轟
え
ゆ
く
戦
争
遺
跡

東
京
都
武
蔵
野
市
の
都
営
　
一
戦
闘
機
エ
ン
ジ
ン
の
約
３

住
宅
の
一
角
に
あ
る
古
ぼ
け

割
を
生
産
ル
、
国
内
の
最
重

た
ク
リ
ー
ム
色
の
四
角
い
建

要
工
場
と
さ
れ
た
同
製
作
所

物
。
旧
日
本
軍
の
主
力
戦
闘

は
、
１
９
４
４
年
■
月
か
ら

．
都
市
の
な
か
に
ひ
っ
そ
り

験
者
が
減
り
、

「無
書
の
証

機
、
零
戦
な
ど
の
エ
ン
ジ
ン

始
ま
，
た
東
京
へ
の
本
格
的

と
た
た
ず
み
鞍
禍
の
記
憶
を

△

の
存
在
感
は
増
し
て
い

を
製
造
し
た
ヽ
中
島
飛
行
機

な
空
襲
の
最
初
つ
攻
撃
目
標

伝
え
て
き
た
戦
争
還
跡
が
姿

る
が
、
国
や
自
治
体
の
動
き

武
蔵
製
作
所
」
で
唯

一
現
存

と
な
つ
た
「
繊
９
ュ
つ
空
襲

を
消
し
つ
つ
あ
る
。
戦
争
体

は
鑢
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
旧
変
電
室
だ
。　
　
　
　
で
工
員
や‐
動
員
さ
れ
て
い
た

機
懺
蠅
晰
疵
蜻
鍵
鰯
灘
趾
脚
麟
選
畷
鸞
爾
趙
爾
畿
鼈
麒
融
畷
躊
爾
饉
轟
麗
躍
　
　
　
　
　
　
学
生
ら
２
０
０
人
牌
上
が
死

亡
。
そ
の
後
、
空
聾
は
市
衡

地
へ
の
無
差
別
爆
撃
へ
と
拡

の
文
化
財
指
定‐
が
可
能
と
な

繍
講
艶
略
罐
４
嗜
鸞
嗜

っ一号
市
民
ら
，
つ
く
る
「武
作
覆
の
移
転
先
に
も
な
つた‐

薔欝
２
義
蘇
事
灘
警

が
、
書
■
員

一部
の
上

鶉

葬

鴛
夢

夕

襲

魃

罐

れ
て
お
り
保
存
価
値
が
な

　

八
王
子
市
は
今
キ
ュ
長

．

い
」
と
判
断
。
今
年
３
員

　
開
発
業
者
か

，
ら
掘
地
を
約
５

は

轟

暉
鰐
鰊
雛

霊

難

管

喬

会
霧

鼈

堡

。
「脅

地
轟

局
長
の
秋
山
昌
文
さ
ん
（７８
）

の
保
存
を
す
す
め
る
会
」
の

は

ロ
ヨ
時
の
建
物
が

一
つ
も

ヰ
田
均
さ
ん

（５９
）
は

「多

無
く
な
れ
ば
、
戦
後
世
代
が

く
の
市
民
が
見
学
で
竜
る
よ

戦
争
の
怖
さ
を
想
置
で
き
な

ぅ
に
す
れ
ば
、
戦
争
を
身
近

襲
燿
鶴
一基
霧
』
ぽ
】

Ｊ
Ｒ
高
尾
厭

（東
京
都
八

な
ど
は
対
象
外
だ
。
　
　
●
・

王
子
市
）
近
く
の
会
比
羅
山

　

十
菱
酸
武

・
山
梨
学
院
大

な
ど
（懸

■

に
は
、
国
覆

雲

轡

曇

晨

３

古
３

鷲
一憧

大
級
０
地
下
壕

含
」う
）
遼
曖
は
保
存
基
準
を
、
早
く
憔
冶

艶
獅
鯰
又
毅
願
購
浴

睦
軍
が
掘
削
し
、
空
襲
で
壊

わ
れ
か
ね
な
い
」
と
磯
告
す

の
指
定
を
求
め
て
き
た
が
、

都
や
武
蔵
野
市
は

「
改
修
さ

く
な
る
」
と
話
す
。

滅
し
た
中
島
飛
行
機
武
蔵
製

る
。

見
え
ぬ
保
存
基
準

な
問
題
と
し
て
考
え
る
き
っ
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変
電
室

解
体
開
始
で

惜
し
む
声
が
聞
か
れ
た
。

暑
７。
一

製
作
所
は
１
９
４
４
年
１１
月

以
降
、
９
回
の
空
襲
を
受
け
、

周
辺
住
民
も
含
め
て
２
０
０
人

以
上
が
死
亡
．
付
近
は
壊
滅
状

態
と
な
っ
た
が
、
製
作
所
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
す
る
変
電
室
は

空
襲
を
免
れ
た
と
さ
れ
て
い

た
。と
こ
ろ
が
、
工
事
に
先
立
ち

行
わ
れ
た
一
般
公
開
で
、
保
存

を
求
め
て
い
た
市
民
団
体

「武

蔵
野
の
空
襲
と
戦
争
違
跡
を
記

録
す
スＸ
至

が
室
内
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
２
階
の
天
丼
に
爆
弾

が
貫
通
し
た
と
み
ら
れ
る
穴
の

跡
が
あ
っ
た
。
穴
の
跡
は
直
径

約
器
考
で
、
周
囲
の
ヒ
ビ
と
と

も
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
埋
め
ら

れ
て
い
た
。

記
録
す
る
会
副
代
表
で
、
法

政
大
学
中
学
高
等
学
校
社
会
科

・教
諭
の
牛
田
守
彦
さ
ん
（５３
）に

よ
る
と
、
建
物
に
腰
か‐に
目
立
，

っ
た
損
傷
が
な
く
、
不
発
弾
だ

っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

工
事
前
は
天
丼
ボ
ー
ド
が
張
ら

れ
て
い
て
、
穴
の
跡
は
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。

変
電
室
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
２
階
で
維
９
ソ
、
横
１８
財
の

構
長
の
建
物
．
製
作
所
開
設
の

３８
年
当
初
か
ら
設
置
さ
れ
て
い

た
。
戦
後
、
製
作
所
の
敷
地
は

都
営
住
宅
や
武
蔵
野
中
央
公
園

な
ど
に
な
っ
た
。
変
電
室
も
５３

年
に
改
修
さ
れ
、
都
営
住
宅
の

管
理
事
務
所
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
。
都
は
２
０
１
３
年
３
月
に
同

公
園
を
約
１
・
１
惨
拡
張
す
る

計
画
を
決
定
。
記
録
す
る
会
は

・３
年
末
、
保
存
を
求
め
る
約
２

０
０
０
人
分
の
署
名
を
集
め
る

な
ど
し
て
き
た
が
、
Ｍ
年
２
月

の
都
公
園
審
議
会
管
申
で
解
体

が
盛
り
込
ま
れ
、
都
は
解
体
を

決
め
た
。

都
住
宅
整
備
課
に
よ
る
と
ゝ

建
物
解
体
に
向
け
た
内
装
の
取

り
壊
し
は
７
月
上
旬
に
始
ま
つ

た
。
記
録
す
る
会
は
、
内
装
を

は
が
し
た
後
に
内
部
を
公
開
す

る
よ
う
求
め
て
い
た
。
解
体
工

事
は
９
月
上
旬
ま
で
行
わ
れ

る
。牛
田
さ
ん
は

「戦
後
η
年
の

節
目
に
、
空
襲
の
跡
が
残
る
建

物
が
解
体
さ
れ
て
し
ま
う
の
は

と
て
も
残
念
」と
話
し
て
い
る
。

公
園
拡
張
伴
い
／
地
元
、惜
し
む
声

分
）
に
つ
い
て
説
明
す
る
牛
田
さ
ん
（”
ｒ

解体上争が始まつた旧中島飛行機武議製作所の変電室 (29日、武蔵野
市で )



浅JII金比羅山の自然と遺跡は残った

浅川地下壕の保存をすすめる会 中田 均

八
王
子
市

に
あ
る
浅
川

金
比
羅
山
間

題
の
経
過
と

今
回
の

「
高

尾

・
浅
川
の

自
然
を
守
る

ムご
と

渓

川

地
下
壕
の
保

存
を
す
す
め

る
会
」
が
取

り
組
ん
で
き

た
、
２
０
１
３

年
か
ら
１
４

年
に
か
け
て

の
活
動
を
報

告
い
た
し
ま

す
。

■
重
要
な
自
然
環
境
と
遺
跡

高
尾
駅
西
側
に
あ
る
金
比
羅
山

は
、
高
尾
山
の
前
山
と
し
て
、
ま
た
関

東
山
地
の
始
ま
り
の
山
と
し
て
自
然

環
境
上
も
重
要
な
位
置
に
あ
り
ま

す
。
金
比
羅
山
に
は
戦
国
時
代
の
遺

跡
や
、
中
腹
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
末

期
の
中
島
飛
行
機
地
下
工
場
跡
公
枚
川

地
下
壌
）
の
戦
争
遺
跡
も
あ
り
ま
す
。

９‐
年
、
八
王
子
市
議
会
は
、
浅
川
地
下

壕
を
戦
争
適
跡
と
し
て
認
め
る
請
願

を
採
択
し
ま
し
た
。

“
年
代
か
ら
∞
年
代
に
か
け
て
、

学
校
法
人
矢
野
学
園
（八
王
子
実
践
）

が
校
舎
造
成
の
た
め
に
山
を
削
ろ
う

と
し
た
時
、
地
元
住
民
を
は
じ
め
多
く

の
市
民
の
努
力
で
計
画
を
撤
回
さ
せ

ま
し
た
（“
年
）。

そ
の
後
、
金
比
羅
山
の
公
有
化
の
請

願
が
市
議
会
で
採
択
（飩
年
）さ
れ
、
“

年
に
は
、
金
比
羅
山
が
市
の
コ
料
面
緑

地
保
全
区
域
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

∞
年
に
は
山
域
の
３
分
の
１
を
所
有

す
る
野
口
氏
の
所
有
地
が
八
王
子
市

に
寄
贈
さ
れ
、
１０
年
に
は
矢
野
学
園
の

所
有
地
が
市
の
買
収
確
保
地
に
決
ま

り
順
調
に
進
行
し
て
き
ま
し
た
。

，■
開
発
業
者
が
神
社
立
ち
退
き
要
求

と
こ
ろ
が
、
１３
年
２
月
ヽ
矢
野
学
園

は
大
阪
の
開
発
業
者
で
あ
る
三
和
土

木
に
所
有
地
を
売
っ
て
し
ま
い
ま

金こし
刀んた
ば
赫
騎
弓
鈍
酵
憾
幌
萄
け
嶋
馴

て
、
山
頂
に
あ
る
浅
川
金
刀
比
羅
神
社

と
参
道
の
撤
去
、
さ
ら
に
立
ち
退
く
ま

で
の
土
地
使
用
料
の
支
払
い
を
求
め

て
東
京
地
方
裁
判
所
立
川
支
部
に
裁

判
を
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
神
社
立
ち
退
き
要
求
に
対
し

て
、
浅
川
金
刀
比
羅
講
と
し
て
は
、
神

社
の
移
転
は
ま
っ
た
く
考
え
て
お
ら

ず
業
者
の
要
求
の

一
切
を
拒
否
し
ま

し
た
。

■
開
発
中
止
の
要
請
署
名
や
集
会

そ
し
て
業
者
の
無
法
な
行
為
を
上

め
さ
せ
る
た
め
、
裁
判
所
に
対
し
て
公

正
判
決
を
求
め
る
要
請
署
名
を
始
め

ま
し
た
。
短
期
間
で
し
た
が
、
①
チ

ラ
シ
２
万
枚
を
配
り
、
「金
比
羅
山
の

自
然
と
遺
跡
を
残
そ
い２

の
集
会

（７４

名
の
参
加
Ｎ
ｏ
〓
■
Ｎ
ｅ

を
開
催
し
、

②
金
比
羅
山
の
買
収
を
八
王
子
市

に
要
請
し
、
③
弁
諭
準
備
３
回

（９
月

～
１
月
）
で
は
、
毎
回
∞
人
を
超
え
る

傍
聴
を
行
い
、
三
和
土
木
の
動
き
を

監
視
し
て
き
ま
し
た
。
④
裁
判
所
に

４
０
０
０
筆
を
超
え
る
公
正
判
決
を

求
め
る
要
請
署
名
を
届
け
て
き
ま
し

た
。

■
市
有
化
実
現
で
決
着

そ
の
結
果
、新
聞
報
通
●
８
卜
・Ｎ
・い
０

の
通
り
金
比
羅
山
は
市
有
化
さ
れ
、
山

の
自
然
と
戦
国
時
代
の
遺
跡
や
地
下

壌
韓
保
全
さ
れ
、
金
刀
比
羅
神
社
は
山

頂
に
残
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

決
着
の
つ
い
た
４
月
の
は
じ
め
「金

比
羅
山
に
あ
る
戦
争
逮
跡
の
地
下
壕

は
守
ら
れ
ま
し
た
」
と
支
援
し
て
い
た

だ
い
た
方
へ
報
告
し
ま
し
た
。
す
ぐ

に
お
祝
い
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

○
す
ご
い
活
動
で
す
。
市
民
の
力
が

最
終
的
に
行
政
を
動
か
し
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
成
果
が
今
後
の
市
民
活

動
（自
然
、
歴
史
や
文
化
財
等
）
の
財
産

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
バ

ネ
に
２
団
体
の
連
携
が
つ
よ
ま
っ
た

で
し
ょ
う
か
ら
、
今
後
の
活
動
に
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

○
金
比
羅
山
の
自
然
と
遺
跡
の
保
存

運
動
の
成
暴

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
署
名
し
か
出
来
ず
、
公
フ
０
フ
じ

て
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
う
れ
し
い
限

り
で
す
。

■
「
口
地
区
」
地
下
壕
の
坑
内
調
査
に

取
り
組
み
た
い

い
ま
、
見
学
で
き
る
７

地
区
ス
高

乗
琶
ｅ

の
地
下
壕
が
本
土
決
戦
の
た

め
に
掘
ら
れ
、
実
際
に
は
地
下
工
場
と

し
て
使
わ
れ
た
の
に
対
し
て
、
金
比
羅

山
に
眠
る
「
口
地
歴

地
下
壌
は
、
敗
戦

間
際
ま
で
掘
削
さ
れ
て
い
た
跡

（ト

ロ
ッ
コ
の
枕
木
跡
や
か
す
が
い
）
が
多

く
残
っ
て
い
ま
す
（写
真
右
）。

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
、
八
王
子

市

の
協

力

の
も

と

「
ロ

地
区
」

地
下
壕

の
坑
内

調
査

に

つ
い
て

取
り
組

み
た
い
と
考
え
ま
す
。

今
回
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
一食
本
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ａ
あ
さ
か

ゎ
」
』
９７
、
」
９８
、
商
∞
の
記
事
を
ご
参

照
下
さ
い
。

【注

。
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
か
ら
】

金
刀
比
羅
神
社
＝
金
刀
比
羅
大
権
現

を
祀
る
神
社
。

金
刀
比
羅
講
＝
金
刀
比
羅
神
社
を
支

え
る
人
々
の
集
ま
り
。

金
比
羅
山
＝
Ｆ
Ｌ
ん
び
ち
や
ま
」
「
こ
ん

ぴ
ら
さ
ん
」
と
ど
ち
ら
に
読
ん
で
も
か

ま
わ
な
い
ら
し
い
ぃ
金
刀
比
羅
神
社

が
建
つ
こ
の
山
を
地
元
に
人
ぴ
と
は

こ
う
呼
ん
で
い
る
。
文
字
に
書
く
と

き
は
■
ど
を
書
か
な
い
。

上0饉で.黒ιヽ太線で囲んだのが開発計百とされる屋崚

公道に自する0は 下端の籠くとびてた椰分のみ

≒三鍵員墨i.・開つた残土で埋めてしまえばいいと言っ
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浅メll地下壕の保存をすすめる入会のご案内

私たち浅川地下壕の保存をすすめる会は 1997年秋に発足以来、全国の戦争遺跡保存運動のさまざ
ま:な団体と連携 しなから地道な活動を続けてきました。一人でも多くの仲間と力を合わせて運動を発
展させていきたいと考えて入会のご案内をいたします 。下記の規約をお読みいただき、ご賛同いた
だけましたら是非ご入会下さい。

事 務 局 》

〒 193-0826
東京都八王子市元八王子町 3丁 目3006
齊藤 勉 方

電 話 OFAX  042(664)8615

浅川地下壕の保存をすすめる会 規約 (抜粋 )
3(目  的〉
この会は、「浅川地下壕」の調査 `

して求め、あわせて、「浅川地下壕」

現に寄与することを目的とする。

1 1 (`野   暴尋〉

この会の会費は年会費を負担する。

会費は個人会費 2000円 (学生会員は 500円 )、 団体会費 3000円 とする。
2(活  動〉
この会は、以下の活動を行 う。

(1)浅川地下壕など八王子の戦争遺跡の調査・研究
(2)浅川地下壕など人王子の戦争遺跡の見学会・学習会等の開催
(3)浅川地下壕など八王子の戦争遺跡の文化財指定について八王子市 ,東京都の関係機関に
対する要請

(4)浅川地下壕の公有地化と周辺を含めた地域の浅川史跡自然公園構想 (展示学習施設として
の平和資料館設立を含む)の具体化
(5)会報・学習用教材・研究誌などの編集・発行
(6)そ の他、この会の目的を実現するための活動

入 会 申 込 書
私は浅川地下壕の保存をすすめる会の目的に賛同し、活動内容を理解 した上で
20___年 度の会費      円を添えて入会を申し込みます。

お名前

郵便番号

ご住所

電話番号

市・ 町・村

保存 。公開と平和資料館を、人王子市並びに東京都に対

から戦争の患かしさ,恐ろしさを学び、もつて平和の実

月年20

都・県 番 地


